
花咲く明日を
～ 吉浜小学校だより ～ 高浜市立吉浜小学校

令和７年６月２０日 №２６

クラスタイム
今年度、本校では、『仲間と話し合うことで学びを深める子～子どもが考えを「もつ→広げる→深める」こ

とのできる授業づくりを通して～』というテーマを設定して研究に取り組んでいます。この研究によって育てた
いと考えている子ども像は下の図のとおりです。

そして、そのための手だての一つとしていることが「クラスタイムを活用した活動」です。毎週水曜日の清
掃の時間をクラスタイムとし、全学級で、「聴く力、話す力」を高めること、「話しやすい学級の雰囲気」を創る
ことを目的にスキルトレーニングを行っています。現在は、「アドジャン」という活動に取り組んでいます。

上の写真が、「アドジャン」に取り組む子どもたちです。学年によって、ペアだったり小グルー
プでやったりと様々ですが、笑顔で話したり、うなづきながら聞いている様子がみられています。
写真のように身振り、手振りで話す子もいます。聴いてもらえるという喜びが、話したいという気
持ちを高めているようです。アドジャンについては次項の資料のとおりです。



取組はまだまだ始まったばかりですが、日々、授業を見ていると子どもたちの聴いたり、話した
りする様子が少しずつ変わってきているように感じます。周りの子たちがしっかり聴いてくれるか
らでしょう、挙手が増え、自信をもって話す子どもたちの姿が見られています。ご家庭でもクラス
タイムの様子について話題にしてみてください。

ありがとうございました
「花咲く明日を」No.２５で、学校で子育て中の
鳥について記しましたが、次の日に何人かの子が、
○○○（鳥の名前）じゃないかと教えてくれまし
た。中には、右のように資料まで作って届けてく
れた子もいました。ありがとうございました。鳥
に詳しい杉浦亘先生によると、「ハクセキレイ」だ
ということです。
私のつたない「たより」ですが、読んでいただ

き、さらに、お子さんにもお話しいただいている
ことが分かり、大変嬉しく思います。本当に感謝
です。ありがとうございます。



花咲く明日を
～ 吉浜小学校だより ～ 高浜市立吉浜小学校

令和７年６月２３日 №２７

少年の主張大会
高浜市では、少年が日ごろ生活を通じて考えていること、実践していることを広く訴えることに

より、少年自身の社会性と自主性を培うこと、また、少年の主張を聞くことを通して、現代の少年
の考えを把握し、大人社会を再考するきっかけとするとともに、高浜の将来を担う少年たちの成長
を側面から支援していこうとする機運を醸成していくことをねらい毎年、少年の主張大会が開催さ
れてきました。
今年は４２回目の開催で、吉浜小学校からは、６年生の外山陽咲さんが代表として参加しました。

大勢の観客を前にしてプレッシャーもあったかと思いますが、そう感じさせない堂々とした意見発
表でした。よくがんばりました。以下に外山さんの主張を紹介します。
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花咲く明日を
～ 吉浜小学校だより ～ 高浜市立吉浜小学校

令和７年６月２５日 №２８

「アスリート派遣等による体育授業等の充実・高度化の促進事業」に参加しました
アスリートとの交流の中で、子ども

たちが運動の価値や意義を感じ、望ま
しい運動習慣を形成し、体力・運動能
力の向上を目指すことを目的とするス
ポーツ庁の事業に６年生が参加しまし
た。
アスリートとして本校に来てくださ

ったのが陸上競技の湯田友美さんです。
初めにストレッチを行いました。続い
て動きづくりの運動を行い、腕と足を
連動させた動きに挑戦しました。簡単
そうに見えてなかなか難しく、苦戦す
る子が結構いました。こうした運動を
通して、走るときの足の使い方や姿勢、
腕の使い方などを教えてくださいまし
た。最後に、クラスごとにチームを組
み、コーンリレーを行いました。2回
チャレンジし、多くのチームが1回目
から2秒以上も記録を縮め、子どもた
ちは嬉しそうな表情を見せていました。
最後に湯田さんから、陸上選手にな

ることは夢ではなく、好きなことを続
けてきたら今になっていた。他人と比
べることなく自分の好きなことを大切
にして欲しい、続けていく中で苦しく
なることもあるが、投げ出さずにチャ
レンジし続けて欲しいとのメッセージ
をいただきました。トップアスリート
と関わる貴重な経験になりました。



花咲く明日を
～ 吉浜小学校だより ～ 高浜市立吉浜小学校

令和７年６月２7日 №２9

６年生から１年生に

児童会「異学年交流」
児童会による今年度の異学年交流は、「１、3、５年生」、「２、４、

６年生」での3学年合同の交流を計画しているそうです。3学年にお
ける3つの学級の組み合わせはくじで決め、それぞれの最高学年で
ある5年生・6年生が交流の内容を決めるそうです。「あまり交流の
ない異学年と遊ぶことによって多くの子と知り合い仲良くなって欲
しい、異学年への関わり方を考えることで思いやりの気持ちを育て
て欲しい」という願いを込め、昨年度とは違う交流の仕方を考えた
そうです。活動を通して、今年度の児童会スローガンである「勇気
を胸に、笑顔で絆を深める吉小」に向かって進んでほしいと思っています。

1年生「アサガオ」、2年生「野菜」～順調に育っています～

６年生が自作の紙芝居を1年
生に読んであげていました。1年
生は楽しそうに聞いていました。
この時、「運動会の金メダル」を
もらっていた学級もありました。1
年生の子どもたち、きっと６年生
になった時にこのことを思い出し
て…、継承されていくのですね。



花咲く明日を
～ 吉浜小学校だより ～ 高浜市立吉浜小学校

令和７年６月３０日 №３０

音楽発表
６年生、４年生の各学級が音楽の時間に練習した歌や演奏を聞かせてくれました。

笑顔で楽しそうに歌ったり演奏したりする子どもたちの姿が印象的でした。そして、その姿を穏
やかな表情で見つめていたそれぞれの学級担任の先生たちの姿も印象に残っています。このような
すてきな場面に呼んでいただき、本当に嬉しく思っています。

人によって声の大小はあるでしょうが、歌では「自分の出せる声をしっかりと出し切ることがで
きているかどうか」をいつも気にしていました。それは、安心して自分を表現することが難しい学
級集団では、しっかり声を出すことは難しいと思っているからです。私にとって歌は学級の様子を
見極めるものさしの一つでした。

学級のみんなが小さな声しか出さない中で、一人で全力を出し切ることはできるでしょうか。難
しいと思います。しかし、みんなが自分の声をしっかりと出し切っている、そういった中ではどう
でしょうか。安心して自分もしっかりと声を出せるはずだと、何の根拠もありませんがそう信じて
やってきました。

今回のそれぞれの学級の歌や演奏は素晴らしかったですが、それぞれの学級の雰囲気がよく、一
人一人が安心して自分を表現できる学級になっていることが感じられました。このことが一番の喜
びでした。


